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51	ヘッドホンを接続する

付属のヘッドホンをコントロールボックス前面の［PHONES］
端子に差し込みます。

61	演奏する

鍵盤を弾くとヘッドホンから電子音のコンサートグランドピ
アノ（音色名：コンサートグランド）の音が出ます。
音量は［VOLUME］つまみで調整してください。
空いているもう一つの端子に、お手持ちの別のヘッドホンを
接続すると、2人でエニィタイムの音を聴くことができます。

音量を調節する

コントロールボックス前面にある［VOLUME］つまみで音量
を調整します。右に回すと音量が大きくなり、左に回すと小さ
くなります。
実際に鍵盤を弾いて音を鳴らしながら、音量を調節してくだ
さい。

*	音量を大きくすると、演奏によっては音が歪む場合があります。その場合、

音量を小さくして使用してください。

ヘッドホンフックを使う

ヘッドホンを使わないときは、ヘッドホンフックにヘッドホンをかけておくことができます。

大きくなる小さくなる

電源を入れる /消音する /ヘッドホンを接続する /音量を調節する
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう
ATX2-p では、ペダルと鍵盤を使って次のような設定ができます。

1）音色の選択
2）メトロノームの設定
3）ダンパーレゾナンスの設定

4）リバーブの選択
5）チューニング（調律）の設定
6）トランスポーズの設定

7）MIDI 送信・受信チャンネルの設定
8）ローカルコントロールの設定
9）オートパワーオフの設定

設定モードに入る

電源がオンのとき

ソフトペダル（左ペダル）
を踏みながら

最高鍵を押したまま
ソフトペダルを離します

最高鍵を押し（88	鍵）

指を最高鍵から離してください。これで設定モードに入りました。

電源がオンのとき

*	ダンパーペダルが踏まれている状態では、選択モードには入れません。

*	ソフトペダルを踏むときに、鍵盤が押されていると選択モードには入れません。

設定で使う鍵盤

❶❸❹❻❽❾1113151618202123252728303233353739404244454749515254

❷ ❺❼ 101214 2224261719 29 4143

54 5961 66 6971737576 80 88

5860 6567 707274 79 86

設定には、数字の入っている鍵を使います。設
定モードのとき、これらの鍵を押しても音は出ま
せん。（ただし、メトロノームの設定をする鍵を
押すと、69 鍵以外はメトロノームの音が出ます。）
それ以外の数字の入っていない鍵は、そのとき
選ばれている音色が発音されますので、設定モー
ドを解除しなくても、これらの鍵を押せば、設定
によってどのように音が変わったかを確認するこ
とができます。

リバーブの選択
（黒鍵）

音色の選択（白鍵） MIDI 送信・受信チャンネルの設定

MIDI 送信・受信
チャンネルの設定

オートパワーオフの設定（黒鍵）

メトロノームの設定 チューニング

トランスポーズの設定

ダンパーレゾナンスの設定
（黒鍵）

ローカルコントロールの設定
（黒鍵）
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

1	音色の選択
ATX2-p には 16 の音が内蔵されていますので、さまざまな音楽に合わせた音で演奏を楽しむことができます。
この内蔵されている音を「音色」といいます。
電源ON時は、「コンサートグランド」に設定されています。

音色の選択

設定モードに入り（P.10）、選択したい音色が割り当てられた白鍵を押します。

❶❸❹❻❽❾11131516182021232527

鍵NO1 音　色　名 説　　　明
❶ コンサートグランド

カワイのコンサートグランドピアノの音です。
❸ コンサートグランド 2

❹ メローグランド
ソフトなグランドピアノの音です。

❻ メローグランド 2

❽ ブライトピアノ 明るめのグランドピアノの音です。

❾ エレクトリックピアノ
電気ピアノの音です。

⓫ エレクトリックピアノ 2

⓭ ジャズオルガン

ジャズオルガンの音です。ジャズ音楽などで使われています。この音色が選
ばれているときは、ソフトペダル（P.7）を踏むたびにロータリー（回転）ス
ピーカーエフェクトのスピード（Slow/Fast）が切り替ります。
曲想に応じて切り替えてご使用ください。

⓯ チャーチオルガン オルガンの音です。宗教音楽などで使われています。

⓰ ハープシコード 別名チェンバロの音です。バロック音楽などで使われています。

⓲ ビブラフォン 鉄琴の一種であるビブラフォンの音です。

⓴ ストリングアンサンブル 弦楽合奏の音です。

� クワイア 人の合唱の音です。

� コンサートグランド＋
スローストリングス

コンサートグランドピアノの音と弦楽合奏の音が同時に発音されます。

� エレクトリックピアノ＋
スローストリングス

電気ピアノの音と弦楽合奏の音が同時に発音されます。

� チャーチオルガン＋
クワイヤ

オルガンの音と合唱の音が同時に発音されます。

※音色によっては楽器が本来持っている音域より広い音域になっているものがあります。

選択が終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
設定モードが解除され、通常の演奏ができます。

*	アコースティックのピアノの音は、様々な響きが複雑に混ざり合うことで豊かな音色を実現しています。それらの響きの中には、金属的な音やノイズ系の

音も含まれています。また 1鍵 1鍵の響きも異なります。ATX2-p の電子音はアコースティックピアノに限りなく近い音を実現させているため、このよう

な音も再生されます。これは異常ではありません。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

2	メトロノームの設定
メトロノームを鳴らしながら、テンポを保って練習することができます。

テンポ・拍子・音量の設定

設定モードに入り（P.10）、対応する鍵を押すと、テンポ・拍子・音量を設定できます。

テンポは、白鍵の 59 鍵、61 鍵、黒鍵の 58 鍵、60 鍵を押して設定します。
白鍵の 59 鍵を押すと、鍵盤を押す度にテンポが 10 上がります。
黒鍵の 58 鍵を押すと、鍵盤を押す度にテンポが 10 下がります。
※	微調整は白鍵の 61 鍵と黒鍵の 60 鍵で行ってください。
白鍵の 61 鍵を押すと、鍵盤を押す度にテンポが 1上がります。
黒鍵の 60 鍵を押すと、鍵盤を押す度にテンポが 1下がります。

テンポの値は「10～300」の範囲で設定できます。58鍵と59鍵、もしくは60鍵と61鍵を同時に押すと、初期値「120」に戻ります。

拍子は白鍵の 71 鍵、73 鍵、75 鍵、76 鍵を押して設定します。

白鍵の 69 鍵を押すと、メトロノームが止まります。

音量は白鍵の 66 鍵、黒鍵の 65 鍵を押して設定します。
白鍵の 66 鍵を押すと、鍵盤を押す度に音量が上がります。
黒鍵の 65 鍵を押すと、鍵盤を押す度に音量が下がります。

音量は「1～ 10」の範囲で設定できます。65 鍵と 66 鍵を同時に押すと、初期値「5」に戻ります。

5961 66 6971737576

5860 65

58 鍵を押す度に
テンポが 10下がります。 65鍵を押す度に音量が下がります。

66鍵を押す度に音量が上がります。

61鍵を押す度にテンポが 1上がります。

59鍵を押す度に
テンポが 10上がります。

60鍵を押す度にテンポが 1下がります。

鍵 NO1 拍子
� Off

� 1/4

� 2/4

� 3/4

� 4/4

設定が終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
設定モードが解除され、メトロノームを鳴らしながら通常の演奏ができます。

メトロノームを止めるときは、再度設定モードに入り、69 鍵を押してください。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

3	ダンパーレゾナンス（ピアノ音の共鳴音）の設定
ダンパーペダルを踏んだときのピアノ全体の共鳴効果をシミュレートしたもので、この共鳴効果の深さを変
えることができます。
電源ON時は、「ミディアム」に設定されています。

ダンパーレゾナンスの設定

設定モードに入り（P.10）、対応する鍵を押すと、ダンパーレゾナンスの深さを設定できます。

ダンパーレゾナンスは、黒鍵の 19 鍵、22 鍵、24 鍵、26 鍵を使って設定します。

19 222426

鍵NO1 効果
⓳ Off

� スモール

� ミディアム

� ラージ

設定が終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
設定モードが解除され、通常の演奏ができます。

*	ダンパーレゾナンスはコンサートグランド＆ 2、メローグランド＆ 2、ブライトピアノにのみ効果があります。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

4	リバーブ（残響）の選択
リバーブを加えると、音に残響効果が加わりコンサートホールで演奏しているような深みのある美しい響き
が得られます。
電源ON時は、各音色に最適なリバーブが設定されます。

リバーブの選択

設定モードに入り（P.10）、対応する鍵を押すと、リバーブの種類を各音色ごとに選択できます。

リバーブは、黒鍵の 2鍵、5鍵、7鍵、10 鍵、12 鍵、14 鍵、17 鍵を使って設定します。

❷ ❺❼ 101214 17

鍵NO1 種類 効果
❷ Off リバーブ効果なし

❺ ルーム 室内での演奏時の残響を再現した効果です。

❼ ラウンジ ラウンジでの演奏時の残響を再現した効果です。

❿ スモールホール 小ホールでの演奏時の残響を再現した効果です。

⓬ コンサートホール クラシック向け大ホールでの演奏時の残響を再現した効果です。

⓮ ライブホール ライブ向け大ホールでの演奏時の残響を再現した効果です。

⓱ カテドラル 大聖堂での演奏時の残響を再現した効果です。

選択が終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
設定モードが解除され、通常の演奏ができます。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

5	チューニング（調律）
音のピッチ（音程）を調整することができます。スピーカーから電子音を出して他の楽器と合奏するときなど、
ピッチ（音程）を合わせたいときに使用します。
電源ON時は、「440Hz（ヘルツ）」に設定されています。

ピッチの設定

設定モードに入り（P.10）、対応する鍵を押すと、ピッチを設定できます。

チューニングは、黒鍵の 86 鍵と白鍵の 88 鍵を使って設定します。
最高音の白鍵（88 鍵）を押すと、鍵を押す度に本機のピッチが上がっていきます。
一番右の黒鍵（86 鍵）を押すと、鍵を押す度に本機のピッチが下がっていきます。

チューニングできる範囲は「427.0 ～ 453.0Hz（ヘルツ）」です。1回鍵を押す度に「0.5Hz」単位で変化します。

86 鍵と 88 鍵を同時に押すと、初期値「440Hz（ヘルツ）」に戻ります。

88

86

86 鍵を押す度にピッチが下がります。

88鍵を押す度にピッチが上がります。

チューニングが終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
値を記憶した後、設定モードが解除され、通常の演奏ができます。

*	チューニングは電源を切っても、設定内容が保存されます。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

6	トランスポーズ（移調）の設定
スピーカーから電子音を出してキー（調）の異なる楽器とのアンサンブル演奏や歌の伴奏をするときに、弾
く鍵盤を変えずに簡単に移調できます。
電源ON時は、「ハ長調／ C」に設定されています。

トランスポーズの設定

設定モードに入り（P.10）、対応する鍵を押すと、移調できます。

トランスポーズは、黒鍵の 79 鍵と白鍵の 80 鍵を使って設定します。
白鍵の 80 鍵を押すと、鍵を押す度に半音上の調に移調します。
黒鍵の 79 鍵を押すと、鍵を押す度に半音下の調に移調します。

トランスポーズは移調値を「− 12 ～＋ 12（全オクターブ）」の間で設定します。

79 鍵と 80 鍵を同時に押すと、初期値「0＝ハ長調／ C」に戻ります。

80

79

80 鍵を押す度に半音上の調に移調します。

79鍵を押す度に半音下の調に移調します。

設定が終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
設定モードが解除され、通常の演奏ができます。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

7	MIDI 送信・受信チャンネルの設定
送信・受信チャンネルを設定することができます。
接続されたMIDI 楽器といろいろな情報をやりとりするためには、楽器同士のチャンネルをあわせておくこと
が必要です。
チャンネルは送信チャンネルと受信チャンネルの 2種類がありますが、ATX2-p では送受信を別々のチャンネ
ルに設定することはできません。1つのチャンネルを設定してそれが送信・受信両チャンネルを兼ねています。

MIDI について

MIDI（ミディ）とは、Musical	Instrument	Digital	Interface の略称で、シンセサイザーやシーケンサーなどの電子楽器間を接続
しお互いの情報をやりとりするするための世界統一規格です。
*	“MIDI” は、社団法人音楽電子事業協会（AMEI）の登録商標です。

MIDI 端子の種類

ATX2-p の MIDI 端子には、IN，OUT の 2つの種類があります。いずれもMIDI 専用ケーブルで接続します。

MIDI 端子名 機能
IN 鍵盤情報や音色情報を受信します。
OUT 鍵盤情報や音色情報を送信します。

MIDI チャンネル

MIDI には、チャンネルというものがあります。チャンネルには受信チャンネルと送信チャンネルの 2種類があり、通常の場合、
MIDI 機能をもった楽器はこの両者を備えています。
受信チャンネルとはある楽器が他の楽器から情報を受信する場合のチャンネルで、送信チャンネルとはある楽器が他の楽器へ情
報を送信する場合のチャンネルです。

例えば 2台の楽器を次のように接続して演奏するとします。

送信楽器①は、送信チャンネルと共に鍵盤情報等を受信楽器②に送ります。
受信楽器②には、この情報が送られて来ます。基本的には受信楽器②の受信チャンネルと送信楽器①の送信チャンネルが一致し
ていれば、送られた情報を受け取りますが、一致していなければ受け取らないということになります。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

MIDI の使用例

図の様にシーケンサーに接続すれば、ATX2-p の電子音の演
奏をシーケンサーに録音し、それを再生することができ、練習
に役立てることができます。

シーケンサー

ATX2-p

ATX2-p の MIDI 機能

鍵盤情報の送信・受信
ATX2-p を弾いてMIDI で接続したシンセサイザー等から音を出したり、その逆が可能です。

プログラム（音色）ナンバーの送信・受信
ATX2-p を弾いてMIDI	で接続したシンセサイザーの音色を変えたり、その逆が可能です。

音色に対応する送受信プログラムナンバー

音　色 プログラムナンバー
コンサートグランド 1
コンサートグランド 2 2
メローグランド 3
メローグランド 2 4
ブライトピアノ 5
エレクトリックピアノ 6
エレクトリックピアノ 2 7
ジャズオルガン 8
チャーチオルガン 9
ハープシコード 10

音　色 プログラムナンバー
ビブラフォン 11
ストリングアンサンブル 12
クワイア 13
コンサートグランド＋
スローストリングス 14

エレクトリックピアノ＋
スローストリングス 15

チャーチオルガン＋
クワイヤ 16

ペダル情報の送信・受信
ダンパーペダル、ソフトペダル、ソステヌートペダルのON/OFF 情報の送信・受信ができます。

ボリューム情報の受信
シンセサイザー等を弾いて、ATX2-p の電子音を出しているとき、シンセサイザーでATX2-p の電子音の音量をコントロー
ルすることができます。

エクスクルーシブデータの送信・受信
設定モードで変更した設定をエクスクルーシブデータとして送信・受信ができます。

ATX2-p の MIDI 機能についての詳細は、「MIDI インプリメンテーションチャート」（P.24）をご覧ください。
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MIDI チャンネルの設定

設定モードに入り（P.10）、対応する鍵を押すと、チャンネルの設定ができます。

MIDI チャンネルは、白鍵の 28 鍵から 54 鍵、黒鍵の 29 鍵を使って設定します。
黒鍵の 29 鍵を押すと、1～ 16 のすべてのチャンネルの情報を受信できる状態になります。これを
「オムニオン」と呼びます。
その他の設定では、設定したチャンネルの情報のみを受信します。これを「オムニオフ」と呼びます。

チャンネルは「1～ 16」の間で設定できます。

電源ON時は、「オムニオン」に設定されています。

28303233353739404244454749515254

29

オムニオン 中央の C（ド）

MIDI	ch（オムニオフ）

鍵 NO1 � � � � � � � � � � � � � � � �
チャンネル 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

設定が終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
設定モードが解除され、通常の演奏ができます。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

8	ローカルコントロールの設定
本体の鍵盤を弾いた時に、電子音を出すか・出さないかを設定します。
ローカルコントロールが「オン」の時は、通常通り鍵盤を弾けば電子音が鳴ります。
ローカルコントロールが「オフ」の時は、鍵盤を弾いても電子音は鳴らずMIDI 情報を送信するだけで、MIDI
情報を受信したときのみ電子音が鳴ります。
電源ON時は、「オン」に設定されています。

ローカルコントロールの設定

設定モードに入り（P.10）、対応する鍵を押すと、ローカルコントロールの「オン」「オフ」の設定ができます。

ローカルコントロールは、黒鍵の 41 鍵、43 鍵を使って設定します。
黒鍵の 41 鍵を押すと、ローカルコントロールが「オフ」になります。
黒鍵の 43 鍵を押すと、ローカルコントロールが「オン」になります。

鍵NO1 ローカルコントロール
� オフ

� オン
4143

中央の C（ド）

設定が終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
設定モードが解除され、通常の演奏ができます。
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ペダルと鍵盤を使って様々な設定をおこなう

9	オートパワーオフの設定
ATX2-p では、何も動作していない状態が続いた場合、電源を自動で切る設定を行うことができます。
電源ON時は、「オフ」に設定されています。

オートパワーオフの設定	

設定モードに入り（P.10）、対応する鍵を押すと、オートパワーオフの種類が設定できます。

オートパワーオフは、黒鍵の 67 鍵、70 鍵、72 鍵、74 鍵を使って設定します。

67 70 7472

鍵NO1 種類 内容
� オフ 電源が自動で切れない設定です。

� 30分 30 分何も動作していない状態が続くと自動で電源が切れます。

� 60分 60 分何も動作していない状態が続くと自動で電源が切れます。

� 120 分 120 分何も動作していない状態が続くと自動で電源が切れます。

設定が終了したら、ダンパーペダルを踏んでください。
設定モードが解除され、通常の演奏ができます。

*	オートパワーオフは電源を切っても、設定内容が保持されます。
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他の機器との接続

音源やシーケンサー等の
MIDI 楽器

アンプ・スピーカー等

他の機器と接続する時は ATX2-p の電源を切ってから行ってください。電源が入っている時に行うとノイズ音が
発生し、アンプの保護回路が働き ATX2-p の電子音が出なくなることがあります。出なくなった場合はもう一度
電源を入れ直して下さい。	

LINE	OUT（ライン出力端子）＜ステレオミニ＞11	

ATX2-p の電子音を他の外部機器（アンプ、ステレオ）などで聴いたり、外部機器に録音する場合に使用する出力端子です。出
力レベルは本体のボリューム（P.	9）で調節できます。

MIDI（ミディ）21	

MIDI 規格に対応している楽器と接続する端子です。
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ATX2-p 仕様

音色 16 音色

同時発音数 最大 192 音
（音色により異なる）

効果 リバーブ	
（ルーム、ラウンジ、スモールホール、コンサートホール、ライブホール、カテドラル）

メトロノーム 1/4、2/4、3/4、4/4 拍子

その他機能 ダンパーレゾナンス、チューニング、トランスポーズ、
MIDI 設定機能、オートパワーオフ

ペダル ダンパー（ハーフペダル対応）、
ソフト（ソステヌートに切り換え可）

外部端子 ヘッドホン（2）、MIDI（IN,	OUT）、LINE	OUT

定格電圧 AC100V,	50	/	60Hz

消費電力 15	W（ACアダプタ使用）

同梱品 ヘッドホン /	AC アダプタ（PS-154）/ 取扱説明書（本書）/保証書

※	デジタル音源そのものの性能を表現する数値であり、すべての音色で同時発音数を保証するものではありません。

ATX2-p 仕様
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Date	:	January	2014			Version	:	1.0

ファンクション 送信 受信 備考

ベーシックチャンネル
電源ON時 1 1

設定可能 1～ 16 1 ～ 16

モード

電源ON時 モード 3 モード 1 *	電源ON時オムニオン。
MIDI チャンネル設定操
作によりオムニオフ。

メッセージ × モード 1,	3*

代用 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ×

ノートナンバー
9	-	120** 0	-	127 **	9	-	120　 ト ラ ン ス

ポーズを含む。音域 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 0	-	127

ベロシティ
ノート・オン ○	9nH		v=1-127 ○

ノート・オフ ×	8nH		v=64 ○

アフタータッチ
キー別 × ×

チャンネル別 × ×

ピッチ・ベンド × ×

コントロールチェンジ

7 × ○ ボリューム

64 ○（右ペダル） ○ ダンパー

66 ○（中ペダル） ○ ソステヌート

67 ○（左ペダル） ○ ソフトペダル

プログラムチェンジ
設定可能範囲

○ ○
（	プログラムチェンジ	
対応表参照）［P.18］

エクスクルーシブ ○ ○ 送信選択可能

コモン

ソングポジション × ×

ソングセレクト × ×

チューン × ×

リアルタイム
クロック × ×

コマンド × ×

その他

ローカルON	/	OFF × ○

オールノートオフ × ○（123-127）

アクティブセンシング × ○

リセット × ×

備　考

モード 1	:	オムニオン、ポリ　　モード 2	:	オムニオン、モノ	 ○	:	有り
モード 3	:	オムニオフ、ポリ　　モード 4	:	オムニオフ、モノ	 ×	:	無し

KAWAI	[Model	ATX2-p]	MIDI インプリメンテーションチャート
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【お問い合せ先について】
◆ご不明な点がございましたら、下記お客様相談室をご利用ください。

［お客様相談室］
Tel：053–457–1311　　E-mail：customer@kawai.co.jp
電話受付時間　9：00 ～ 12：00		/		13：00 ～ 17：00

（土曜日、祝日及び弊社規定の休日を除きます）

［お客様サポート・お問い合せフォーム］
http://www.kawai.co.jp/　の「お客様サポート」よりお進みください。

◆故障と思われる場合については、お買い求めいただいた販売店までご連絡
ください。


